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あけましておめでとうございます｡旧年には大変お世話になりました。 

新年も相変わらずご指導ご鞭撻をよろしくお願いいたします。 

 

新年 2025 年は「自然を大切にする仲間の輪を大きくする」のスローガンの 

もとに活動を始めて 29 年になり 30 周年記念前年となります。立派に記念日 

(2０26 年 5 月 17 日)を迎えられるように躍進が見通せるように共に頑張りま 

しょう。皆様のご健勝とご活躍を祈念いたしまして新年のご挨拶といたします 

2025 年 元旦  

             特定非営利活動法人 理事長 大村幸正 
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NPO やましろ里山の会 週刊ニュース 1067 号 2025-1-9 

●雨天の中での七草摘み 20 名の参加で開催 

天気予報の通り、弱い小雨が降り続

く天気でした。しかしスタッフの皆さ

んは集合時間 9時には勢揃いをされ、

舞台飾りや床の水濡れ場所のふき取

り、昨日作り上げたお椀への祝い札の

貼り付けなどの雰囲気づくりを進めて

いただきました。あいにくの空模様で

したので飛び入り参加者がなく、開会

挨拶に続いて昨日用意いておいた七草

を刻んでお粥に投入し、炊き上がった

アツアツのお粥をいただきました。40

人程度の参加があると予想していまし

たので出来上がった七草粥、いも粥、

黒米粥の 3種類をしっかり食べていた

だくことが出来ました。一通り片付い

たところで余興に移り深山木亭谷野介

さんの手品に続いて腹話術の披露、二

人目は八幡亭黄金亭さんの紙皿まわし

の芸を披露し参加者の皆さんにも皿回

しをやっていただきました。伊藤さ

んや竹門先生が熱心に取り組んでお

られました。例年に比べて少人数で

の取り組みになりましたが、みんなが参加出来て楽しい初

顔負わせの会となりました。事前準備として前日 5日の

9:30 から「子ども書初め会」が実施。26 人が参加されそれ

ぞれみなさんが達筆を披露されました。 

 

●木津川ワンドの視察調査を実施 1 月 7 日(火） 

京都府自然環境課から 3名の皆さんと里山の会から 3名が参加しました。玉水浜の三つのワンド

(下流からA・B・C、）があり、Aワンドではトラ罠がしかけられてキツネが捕らえられているの

を発見しました。年末に駐車場やワンドへの通路の除草をしていただいたので調査が進めやすく

行われました。Bワンドにはトンガリササノハガイの貝殻がたくさん見つかりました。また上流

のCワンドには水がほとんど消えていました。木津川本流の水位は平均－2.6mですので、当日

の水位は－2.9mで、これから 30 ㎝の低下が考えられます。タナゴ類の産卵は二枚貝にうみ付け

るので、水位の低下する冬は貝の中で卵が生き延びるので、Ｃのワンドでもいる可能性がありま

す。 

朝日新聞に掲載 １月 8 日朝刊 

東北・青森は１２年ぶりの豪雪 低気圧と寒気の襲来です 太平洋側は雨でした 

七草摘みの前日準備作業 書初め 
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●新年第 1回事務局会議 1 月 8 日(水) 参加者の皆さんの正月の話を聞きました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

…などの近況報告がありました。 

 

 

●年末 12 月 24 日の「ちゃるむ」さんからしめ縄つくりのお礼の手紙が届きました。 

放課後デイサービス ちゃるむの大垣です。昨日は貴重な

体験をさせて頂いて、子どもたちにとっても、職員にとっても素

敵な時間となりました。ありがとうございました。子どもたちに合わ

せて、簡単なデザインもだしてもらい、おかげで短時間ではあり

ましたが、集中して取り組み素敵なしめなわができたと思いま

す。失敗してもやり直していたり、講師の方と一緒に取り組んで

いる姿を見てとてもいい経験をさせてもらっているなと感じました。大村さんのしめ縄の説明など細かく教えもら

えたので、私たちも勉強になりました。色々、準備をしてくださりお気遣いありがとうございました。そして自己紹

介では、初めての方へ小声ながらも声を出して言えていたことに驚きました。しめ縄作成後の自然遊びや、

道具を使った遊びなどでは、講師の方から誘ってもらって自然と遊べていたように感じ、竹切りやハンマーは

手応えになっていたようでした。帰ったあとに感想を聞くと「楽しかった」と皆満足そうでした。こちらとしてはまた

参加したい気持ちでいっぱいです。今回の子たちは、今年度で卒業の子たちですが、また他のイベントでも、

参加できそうなタイミングがあれば参加させていただけると嬉しいです。 

 

 

大晦日に息子が帰宅したので夕食で歓迎

会の食事をしました。6日に七草の参加

をして、7日には農園の作業日に出席を

しました。 

三が日は孫とバレーなどをした。年を重

ねたので自分ペースの動きになってしま

います。5日にはお椀つくりで親指を負

傷してしまいました。七草は少雨でゆっ

くり楽しみました。 
正月には昭和の万歳農園の撮影場所探し

をしました。棚倉彦神社や甘南備寺付近

ではないだろうかと気づきました。 

孫(3 歳と 1歳)たちが元気にしゃべりだ

す相手をしました。 

寝正月として過ごし 7日の

初出勤で木幡池の水位調節

に苦労しました。 

年末に大変寒い中、朝まで和歌山で磯

釣りを楽しみましたがカサゴなどを釣

りました。帰ってきた息子などに新鮮

な刺身を御馳走しました。 

便秘で悩んでいるとか正月に睡眠

できず体重が 5㎏減量になったと

か体調不備の連絡があった。自身

も下痢が続いている。 
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京都新聞に掲載 １月 5 日 朝刊 

 

●年の暮れに竹ペンを作っているのならこうしたものを作れないかと注文が寄せられました。 

さっそく素材の矢竹を捜しましたが思うように見つけることが出来ませんでした。それならこれ

までの材料で希望されているものが試作できないかと絞り込んで試作しましたら、このような品

物が出来上がり、来所中の墨画の先生に使って見てもらいいまし

た。筆のような書き味や趣は難しいけれどかなり使い手の心が表

現できる面白い道具になるのではないでしょうかと感想をいただ

きました。7日に注文先が来訪してくださったので、正式に契約

となれば嬉しいですね。 



NPO やましろ里山の会 週刊ニュース 1068 号 2025-1-16 

●若手のための生物多様性保全研修会 2 月 2 日(日)、2 月 8 日(土) 

河川保全を知ると題して「竹蛇籠と河川保全」…河川工法の将棋頭型竹蛇籠水制として 9時 40 分

から 13:00 まで木津川(玉水橋広場)で開催をいたします。現在参加希望者は 14 名の方々が応募さ

れています。私たち里山の会は青年たちにとって良い経験となるので京都府自然環境課の主催を

支援して協力いたします。まだまだ参加に余裕がありますのでご参加ください。雨天でのプログ

ラムも用意し愉快で有意義な取り組みにしようと張り切っています。 

そのために竹蛇籠を 6ｍの長さに作り直す作業を 1月 8日に行いました。この日は冷たい北風が

カルバートを吹き抜けましたが、スタッフの皆さんは元気を奮い起こして頑張っていただきまし

た。3時間ほどの作業で完了させることが出来ました。これで予定日(2 月 8 日)には設置すること

が可能になりました。必要な流れ止め杭や、重しの栗石などについては河川内のもので用意でき

るようにと手配をしています。寒さ厳しい河川敷の作業ですが防寒対策をしっかり行って多くの

方がご参加くださることをお願いいたします。設置されれば魚たちが安心して住むことのできる

場所が作り出されることになります。 

         

若手のための生物多様性保全研修会 案内HP          

https://www.pref.kyoto.jp/biodic/news/20241214_wakatekensyu.html  

 

●京都府環境フェスティバルが京都市伏見区竹田のパルスプラザで開催されます。2月 1日(土) 

里山の会は毎年参加してきましたが、今年 2025 年は親子工作として松かさツリー作りと竹鉛筆つ

くりを参加者に提供する段取りをしています。そして活動内容の説明には A-1 のポスター8～10

枚を掲示する予定です。そして初めて中学生二人の観察活動ポスター(キタキチョウ等)での説明

発表準備をお願いしていますのでご期待ください。 

 

京都府環境フェスティバル HP          

https://kyoto-kankyofes.com/  

●炭焼き体験教室 

炭焼き体験教室は里山の会として結成以来実施してきましたが、今年は原木から切り出す作業か

ら開始いたします。これまでだと生木は窯詰めして着火(2 月 22 日を予定)するには少なくとも 30

日は乾燥させる期間が必要だとされていますので、1月 22～24 日の三日間に原木を切り出し、太

いものは割っておきたいものです。山には大木がたくさん生えていますが、運び出すには力が必

要ですので、今後このような取り組みはかなり難しくなるのではないかと思います。貴重な体験

が出来るチャンスでもありますので積極的にご参加ください。 

 

●年が変わりまして 2024 年度年間事業の実施報告書を作成に取り掛かっています。 

年間活動ではイベントの参加者は 1884 人、里山農園作業参加者は 491 人(10 月分を含まず)で、

木津川希少種植生調査管理業務参加者の実働時間 533 時間の作業でした(多少の変化はありま

す)。このような実績を参考にして次年度はどのような活動を展開すればいいのか、また新しい活

動と開催時期の提案を皆さんからお寄せください。新年度の活動やイベントについてご意見を里

山の会にお寄せくださると大変ありがたいです。 

 

 

https://www.pref.kyoto.jp/biodic/news/20241214_wakatekensyu.html
https://kyoto-kankyofes.com/


●訃報 初代やましろ里山の会 会長 山本雅晃さん(93 歳)が逝去されました。 

葬儀は 1月 15 日で大村理事長、播川前理事長、森島副理事長、山村常務、伊藤喜明夫妻がお見送

りをいたしました。里山の会が発足してカネもないモノもない会員も少ないというナイナイづく

し時代に理事長職を引き受けていただきました。そして 10 周年記念事業をやり遂げ里山の会の事

務所実現に力を発揮され、事務所体制を整備されてきました。豊富な人間関係を活かして多くの

顧問就任に力を発揮され、後任者育成に努力されてきました。会誌発行には懸念の声が大きい中

において、必要性を説き里山の会の芯柱を築きあげられました。今事務所で使用している事務机

と椅子は定年後勤務されていた会社で更新するにあたって、里山がもらい受けて頂きまして現在

も使用させていただいています。木津川の高水敷での家庭菜園づくりに精を出し、植物関係の事

業全般のリード役を果たしていただきました。若い時から毛糸編み教室の講師をされておられた

奥様を失われた後もピンピンコロリが大事だと木津川堤を歩いて健康に気を使っておられまし

た。しかし 93 歳の高齢による体力の低下にはいかんとも仕方なく肺炎を発病され 93 歳の天寿を

全うされました。四国から単身京都府職員として就職し、面倒見の良い監督者として部下を数多

く育成されてきました。まことに惜しい山本さんを失ったことは残念です。ご冥福をお祈り致し

ます。 

 

●1月 11 日（土） 里山農園にて 

里山農園の気温は低かったですが、日差しがあり暖かい１日でした。と言っても里

山農園は寒かったこともあり、集草した草を利用した草木灰作りをしながら暖をと

りました。また、翌日の朝市に向けて残りの大根を収穫しました。さらに、炭焼き

でお世話になっている炭窯が里山農園から車で数分のところにありますが、炭づく

りに向けて整備作業も併せて実施しました。作業ではありませんが、昨年 11 月か

ら 12 月に植えた玉ねぎは、寒さにも負けずじっと耐えて、暖かくなってきたら成

長して美味しくなってやろうと準備しているようでした。 

  

作業予定の確認の様子 集草した草で草木灰作り(水の入ったバケツも準備) 
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NPO やましろ里山の会 週刊ニュース 1069 号 2025-1-23 

●炭焼き体験の原木確保が進む 軽トラック 4 台分の内 2台分確保できる 

日本の歴史で明治時代以後、石炭が使用されるまでは里山の木材が

生活の必需品として長い間燃料として使用されてきました。また戦

後も薪や木炭として貴重な燃料でしたが石炭や石油、プロパンガス

等の化石燃料の普及から需要が無くなることになりました。現在は

わずかに伝統産業の技術伝承的に名残を残すことになっています。

里山の会はこの技術伝承としての取組経験のために開催を毎年実施

として開催しています。原木の切り出しからの取り組みを行います

ので、お手伝いにお越しください。 

 

●竹サインペンの制作の傍ら竹の付けペンの注文がありました 

竹サインペンの制作を知ってこのようなものを作っていただけないか、と相談がありました。私

たちはいろいろ思案と施策を繰り返して、今の道具で注文相談を引き受けることにしました。調

べてみますと市販価格は 2,000 円の販売価格で売り出されていて、すごく高価なものではないか

思いましたが、竹ペン製作の経験を活かして試作すると出来栄えは十分なものになっていまし

た。一部を納品してみようと思います。個性豊かな面白い墨字が掛けるものです。 

 

●木津川希少種植生調査管理業務の業務報告書 下見点検を受ける 

木津川の植物の生育は里山の会の調査では 917 種（八幡市からと加茂町の範囲で）であると判定

判明しています。そのうち京都府が指定している絶滅寸前種は 8種で主にその生育地を中心に植

生調査と維持管理調査（除草）を 35 ヶ所 16,000m２での作業結果をまとめての報告書が義務付け

られているのでその作成が大仕事です。現地での作業前後の写真を添付することなっていますか

らその整理にひと工夫求められています。これまで刈草の収集作業に時間がかかりましたが、同

志社大学のサッカー部ボランティアが支援に駆けつけてくれますので 12 月中にすべての作業が終

了しています。報告書制作のみになり、大助かりです。2024 年度分も出来上がりました。 

 

● 1 月 18 日（土）里山農園にて 

５号地に集められた草も残り僅かになったこともあり、14 日(火)には仮設トイレ

付近で草刈りされた草木を５号地に運んでいただきました。また、18 日は昨年夏か

ら秋に収穫したオクラやピーマンの株を１号地から５号地に運んで、昨年末からの

主作業となっていた草木灰づくりの最終

日となりました。 

ご存知のように草木灰は肥料やジャガイ

モの種イモの切り口に灰を塗ることで腐りにくくする

などの効果があります。土壌が元気になってくれて、

今年こそは大きくて美味しい野菜がたくさん収穫でき

ることを期待したいものです。作業に関わってくれた

皆さん、ありがとうございました。 

 

 

写真は強風で倒れたものです 
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写真は 安全に気を遣いながらの草木灰づくりの様子 



 

 

 

京都環境フェスティバル 2月 1日（土）9：45～16:00 
場所： 京都市伏見区の京都パルスプラザ 竹田駅下車（シャトルバスあり） 

 

環境について楽しみながら学び考えることができる参加・体験型のイベントを開催するこ

とにより、地球温暖化防止、循環型社会の形成、自然環境の保全等の環境問題に対する府

民の理解を深め、環境保全の意識の高揚や環境行動の実践につなげることを目的として、

平成 2（1990）年度より京都環境フェスティバルが開催されてきました。里山の会は農産

物販売や活動を紹介してきましたが、今年は松かさツリー工作や竹サインペンつくりでの

参加型と、アライグマやイノシシなどの獣害と、ヤマトサンショウウオの維持活動のポス

ター展示と中学生の昆虫観察のポスターでの参加を予定しています。どうぞ多くの皆さん

のご参加をお願いいたします。 

 

 

 

●国交省近畿地方整備局主催による協力団体の交流会の通達が来ました。 

近畿地方の一級河川を中心にして河川活動を展開されている団体 25 組織が一堂に会しての活動

交流会を開催してお互いに学び合う機会を 2月 25 日に実現されることとなった、と連絡が来まし

た。参加団体はお馴染みの素晴らしい活動を展開されている立派な実績を持った団体ばかりなの

で、随分と参考になる活動が発表されると大きな期待をしています。 



NPO やましろ里山の会 週刊ニュース 1070 号 2025-1-30 

●大阪工業大学の教授方が淀川学の現地視察に中聖牛などを視察に来訪 1 月 21 日(火) 

大学の淀川学の教育充実のために現地視察として、木津川で土砂流動を研究されている本会の小

川芳也さんが現地を案内されました。先生方は地学や法学、生物学、河川工学の皆さん方で中聖

牛が果たしてきた現場視察から多くの事を学び取られた様子でした。私たち里山の会の取り組み

を風の便りに耳にされての行動だとお聞きいたしました。ささやかな取り組みのうわさをお聞き

になって現場を見学されるということは大変驚く出来事です。この取り組みが自然災害発生の規

模がますます大きくどこででも起きている今日何か学問研究の一助に役立ち若い研究者の皆さん

に役立つとは思いもよらない出来事です。大変良かった出来事でした。 

 

●炭焼き体験の原木を運び込んでいただきました。1月 25 日(土) 

台風で倒れた古木を寸切りにして、炭焼き窯に運び込んでいただ

きました。炭焼き窯にはもう少し原木が不足しているようです。

もうすこし用意しないと炭窯一杯にならないようです。ご協力を

お願いいたします。なお着火予定日は 2月 22 日頃を予定していま

す。生木は少なくとも 1ヶ月は乾燥させなくてはなりません。これまで数回雑木を利用してきま

したが今回はコナラなどで生産したいと思っていますので炭窯に適用した利用になるのではない

でしょうか。基礎的な学びをたくさんできると期待をしています。また、1月 28 日には農園の山

のコナラも１本伐採しましたが、炭焼きに適する太さの木は軽トラ半分ほどでした。 

 

●亀岡植物誌研究会から亀岡市植物誌の贈呈をいただきました。 1 月 26 日(日) 

413 頁もある大変分厚い書物で津軽先生の業績を受け継いでおられる記録書で

す。私たち里山の会が大変お世話になっている光田重幸先生が大役を果たしてお

られます。事務所に備えておりますのでご利用ください。 

 

●里山の会が桜谷先生のご指導の下でカスミサンショウウオ（現在はヤマトサンショウウオと呼び名が変

わっています）の卵嚢を見つけて以来、第二の生息地を探し求めて 2024 年春に念願の第二番目の生育池

を発見できることが出来ました。 

その間に京都水族館が開設され、生物多様性センターが誕生するなど

大きく情勢、条件、環境が変化しました。この度、水族館から現状視

察にお越しになっていただけるとの連絡を受けてうれしく思っていま

す。うまく事が進めば京都の水族館で京都府下の貴重な生き物が飼育

されることが実現されればすごい第一歩になると期待をしています。

これから解決していかなければならな

い課題が大きいと思いますが現状をお

知らせいたしました。 

 

●ヤマトサンショウウオの産卵が間も無く実施される時期を迎えてい

ます。 

これまで最も早いのは 2月 9日が記録されています。今年は 1月

24 日には発見されませんでした。予定されている池の水面には花

粉が全面的に降り注ぎ水中がのぞき込む事が出来ませんでした
水がなくなった溜まり 

昨年発見した卵嚢 



が、風に流されると水中の観察できました。またここしばらくまとまった雨が降らず染み出る水

が無く毎年観察してきたところは干し上がっていました。１月の後半は雪などの天候は全国的に

冬らしいことが伝えられていますが、京田辺市はまとまった降雨が見られなくて、生き物にとっ

ては大変厳しいことになっています。産卵の時期に池の水が溜まってくれるのを期待しています

が、‥‥。里山の会では担当を決めて観察行動を 3日ごとに行って注意深く注目しています。 

 

●京都環境フェスティバルが伏見の竹田のパルスプラザで開催され 73 の団体や

企業が出展します。2 月 1 日（土） 

里山の会も松かさツリー作りや竹サインペンつくりで親子で楽しんでいた

だく工作で参加いたします。また会場には 20 枚近くのポスターで活動紹

介の展示をいたしますので、家族そろってお越し頂けると嬉しいです。特

に今回初めて 2人の中学生がポスター発表展示を用意してくれていますの

で非常に嬉しいです。大いに期待をしています。9:45 分開会で 16:00 が

閉会の 1日の取り組みですのでご注意ください。近鉄竹田駅から会場まで

の無料のシャトルバスが運行されているのでご利用ください。 

 

●若手のための生物多様性保全研究会が 2 月 2日井手町木津川玉水橋東詰め堤

防広場で開催されます。 

雨天でもカルバートがありますので実行します。現在 15 名の参加希望者

があります。まだ余裕がありますので飛び入り参加大歓迎です。参加費

無料ですから気楽にお越しください。講師は前京都大学准教授の竹門康

弘先生です。伝統的河川工法「将棋頭型竹蛇籠水制」についてのお話を

していただきます。 

 

 

●第 27 回 自然と環境講演会 3 月 1 日(土) 

小学校の時代に亀岡市から里山の会の昆虫

観察会にお母さんが自動車で京田辺まで送

迎されて参加を続けていただいた浅野聡史

さんが講師です。その時の指導者が桜谷先

生で直接昆虫について解説されて、それで

京都大学への進学を決めて現在京都大学准

教授として世界の昆虫学を学ぶ後輩を育成

されています。里山の会への過去の参加者

には、環境庁や農林省に進んでおられる方

が沢山いらっしゃいます。今回浅野さんに

ご無理をお願いして、小さい時の自然とふ

れあう学びの大切さについてお話をいただ

くことにいたしました。多くの保護者とお

子さんがご参加いただき学びあいたいと思

います。 
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NPO やましろ里山の会 週刊ニュース 1071 号 2025-2-6 

●京都環境フェスティバル 2 月 1 日(土) 

京都市伏見区のパルスプラザで開催されました。里山

の会では前日に大型の丸机や椅子などと必要な準備物

を宵積みをして備えました。1日の天気は優れず雨が

心配でブルーシートで慎重に覆いました。当日は 8時

には軽トラックとそれぞれの自家用車で出発しまし

た。今回初めての展示を発表してくれる中学生二人は

8時過ぎに会場前に到着してくれて、荷物待ちの体制

で、手際よく運び込んでくれてました。ブースが予定

していたものとは大きく違っていたので会場つくりに

少し時間がかかりましたが、臨機応変に知恵を働かして良いブースに出来ました。 

 

●松かさツリー製作体験 

松かさツリー作りは持ち込んだ大きな丸机が楽しい工作場所の雰囲気となって、通行者が進んで

机を囲み、子どもたちが松かさを手に取ってピンセットで色付きの玉(ナンキンハゼの実)を綺麗

に並べ付けていました。これまではかなり呼び込みをしなければなりませんでしたが、今回は自

主的な参加で途絶えることが無くにぎやかな一日となりました。子ども達だけでなく年長者たち

にも人気があり、有料で 100 円という手ご

ろな値段だったのもよかったのでしょう。

とても忙しい時間帯もありましたが適当な

賑わいで楽しい取組でしたとスタッフの方

から感想をいただきました。事前に松かさ

に柱や台付けの準備作業を寒い野原の真ん

中で行った苦労が報われたと歓びを語って

おられました。 

 

●竹サインペン製作体験 

この日に間に合わせるために木下さんは不自由な親指で苦労しながら 50 本の作品を製作していた

だきました。それまでに竹の浸けペン先の 100 本の受注が飛び込んできて思っていたよりは製作

に時間がかかり大奮闘をしなければいけませんでした。準備した 100 円の普及品は午前中に完売

となってしまい、午後からは胸ポケットに引

っ掛ける装置付きの 150 円のものになってし

まいました。昨年は随分呼びかけをして協力

を訴えまなければなりませんでしたが、今回

は静かに集まって下さっての取り組みになり

ました。もう少し派手な宣伝を行えば効果が

出ていたのではないかと意見がありました。 

 

●初めて中学生が参加 

昆虫観察のポスター展示では多くに関係者に紹介いたしましたが、それぞれ皆さんの反応は、若

者たちが自主的に参加してくれる門戸を開いている取組に高い評価がされていました。そして各
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種のトンボや蝶々の標本現物には現地に出かけなければ採

取できない行動には感心されていましたし、一つ一つの標

本にかけた本気度に驚いておられました。2人の中学生が

参加していたことが多くの人々に大きな影響を与えたので

はないでしょうか。素晴らしい出来事でした。11 月 9 日に

開催される「近畿の子どもの水辺」での活動発表をしてほ

しいと中辻実行委員長から呼びかけがあり、快く良くお二

人共承諾されました。会員の皆様、里山農園などで観察調査活度中のお二人を見かけられました

ら激励の声掛けをお願いいたします。 

 

●若手のための生物多様性保全研究会が 2月 2日(日)玉水浜の木津川広場で開催されました。 

この日は 1日に続いて雨が降るとの天

気予報でしたので大変心配しておりま

したが朝方には雨がやんで集合時間の 9

時半には太陽も顔を出してくれまし

た。前日に環境フェスティバルで使用

した椅子と会議机を玉水橋東詰めの会

場に椅子を並べて、勉強会場を設置し

ました。開会挨拶に続いて参加者の自己紹介をいたしました。大学生の皆さんは京都大学、龍谷

大学、京都工芸繊維大学、京都薬科大学から 19 人の皆さんがご参加されました。また社会人の皆

さんは京田辺市、京都市北区、中京区、右京区からもご参加いただきました。竹門康弘先生の

「伝統的河川工法を用いた河川環境の保全」の講義を約 1時間 30 分していただきました。寒い屋

外の木津川の堤防の際で参加の皆さんはメモを取

るなど目を輝かせて凄い集中力で学習をされまし

た。続いての鋭い質問も沢山され非常に充実した

勉強会になりました。そして話題になった竹蛇籠

の現物を視察し、設置されている玉水浜に移動し

て 5年前から順次設置した中聖牛を見学し、昨年

の将棋頭竹蛇籠水制とそのプールで生き物の調査

を実施しました。 

 

●ヤマトサンショウウオ卵嚢発見のための調査観察活動 

大池上下堰の 3ヵ所と池の一か所での産卵調査を 1月 26 日から開始いたしま

した。今年の冬は寒の入りから大寒になっても本降りの雨が全くなく調査地の

水たまりはどんどん水位が下がり 2月に入っても雨の気配がなく水のないタマ

リ状態となっています。4日には導水路の樋に枯葉が落ちてその影響で水が流

れなくなってしまうという状態になっています。一日も早く雨がたっぷりと降

ってくれることを待っているのです。これまでの観察の結果からみて一番早く

卵嚢が見つかったのは 2月 6日で、９日、16 日、16 日、18 日、24 日でした。池の周囲にはオス

が集結してきているに違いないと思われます。産卵準備が出来たメスが集結して来る時期ですの

で少し心配になります。 
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●炭焼き体験の原木を伐採 一窯分の原木が用意できる 2 月 4 日(火) 

太田さん、森島さん、大村さん、吉村さんが伐採し、軽トラック 2台分を運び出していただき原

木の準備ができたと報告をいただきました。生木の乾燥に 1ヶ月は必要だとの事ですので間に合

うぎりぎりの所でしょうか。これまでは雑種の原木を使っての体験でしたが、今年なクヌギやコ

ナラなどの木炭生産の原木が用意出来ましたのでしっかり生産過程を学べると期待をしていま

す。多くの皆さん方のご参加を期待しています。 

着火予定は 2月 22 日(土)に窯詰めをして着火となります

のでよろしくお願いいたします。そして翌日に空気遮断と

なればいいのですが、……。ご指導を昨年と同様、植西干

宇さんにお願いしています。 

 

 

 

今後の予定 

多々羅公民館での開催です。 

是非お越しください。 
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NPO やましろ里山の会 週刊ニュース 1072 号 2025-2-13 

●大雪の日 木津川で 2024 年度の将棋頭型竹蛇籠水制の設置完成 2 月 8 日(土) 

この週はこの冬一番の寒気が来襲すると報道されて

いました。そして節分・立春と過ぎて心配していた

寒さが押し寄せてきました。7日夜から 8日朝に京

都南部に積雪があって、一面が銀世界になり交通事

故の報道がされました。かねてから竹蛇籠の栗石の

投入作業は中止なしで実行を決めていましたが、若

者相手の取り組みでしたので随分な気遣いをしまし

た。8時には栗石の個別配分をお願いしていた業者

の松美建設さんから作業者の出動に手間取ってお

り、指定の時間には作業が終わらない見通しも予想

されるとの連絡でした。しかし集合の 10 時にはほと

んどの皆さんが集まっていただき竹門先生から「伝

統的河川工法」についてのお話がされ意義目的を理

解して 11 時ごろから栗石投入を始めました。松美建

設さんによる石の配分もしっかり行っていただいて

いましたので短時間で投入作業が完成できました。

参加者は 34 名が若さの馬力で寒さをものともしない

で栗石入れを行って見事に出来上がり集合写真を撮

りました。午後からは木津川の生き物を竹門先生の

ご指導を得て採取にチャレンジしました。淀んでい

たところには氷が張っていましたがその下に沢山の

生き物が活動していました。捕獲した獲物の名前を

即座に同定された竹門先生の実力に感嘆の声が上が

りました。 

 

●前日の下準備 

将棋型水制の設置位置は 2月 2日(日)の製作

講習研修会の夕方、竹門先生と太田さんが位

置出しをしていただき、一挙にことが進み始

めました。2月 7日(金)に将棋型に蛇籠を据

え付け流れ止めの杭を 29 本打ち込んで 8日

の栗石投入準備が整いました。 

 

●木津川市でのサンショウウオ学習会に太田さんが招かれました。 

里山の会が 2010 年 12 月当地のカスミサンショウウオを発見して以後木津川市で鹿背山地区の住

宅化工事が開始され竹やぶで生息していたらしいカスミサンショウウオが山の下部からの工事開

始で山頂に押し上げられたかのようになって、山頂にある小さな水の溜まり池（何も生き物がい

なかった）で里山の会が柿の芽摘みを行っていた時、ここでカスミサンショウウオの幼生を発見

しました。そして下部からドンドン藪が開発されてきたので開発会社と交渉したところ以前生息

をしていたところへ移住させることになりました。その場所は大変優れた条件を持っていまし
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た。きっと多数が生き延びてくれたと予想しています。鹿背山クラブが高齢化となり保全が不可

能となってきたので今回の学習会が開催されました。里山の会から太田さんが招かれて里山の会

の保全活動を報告されました。 

 

●2024 年度の地域説明会（京田辺市･多々羅区公民館）のプログラムが決定されました 

この地域で里山の会が調査観察活動の

結果を公表するのは初めてで、普賢寺

地域の住人の森島さんの地元・多々羅

区公民館で開催できることになりまし

た。スタッフの皆さんは 9時にご集合

を決めました。会場準備をよろしくお

願いいたします。午前中は展示物を中

心にお願いいたします。A－２のポスタ

ー20 枚と中学生が昆虫採取してきた貴

重な標本箱を展示させていただきま

す。きっとご堪能いただける作品が展

示されていると思います。午後からは

スタッフの皆さんが調査観察された成

果を映像で紹介するプログラムが用意

されます。どうぞご期待下さい。 

 

13:00 より開始 

➀アライグマについて…森島保さん 

②イノシシについて …有田勉さん 

③オオオムラサキと昆虫について 

…金田徹さん 

④ヤマトサンショウウオについて 

…太田敏之さん 

⑤植物について  …山村武正さん 

⑥炭焼き体験について…大村幸正さん 

 

上記の予定でプレゼンテーションを進

行致します。ここで小休憩を設け 14:30 からシュタイナー学校の二人の中学生による調査観察の

記録発表というプログラムで実行いたします。ご都合をつけていただき、一人でも多くの方々が

ご参加して下さるようお願いいたします。 

 

●第 27 回 自然と環境講演会にお越しください 3 月 1 日(土) 13：00～ 

今回の講演会は発足して間もないころ里山の会主催の昆虫観察会に小学 3年の寝起き顔の浅野君

を自動車に載せて亀岡から京田辺の会場へ運んで参加させて下さいましたお母さんの苦労は大変

だったと思います。そこで近畿大学教授であった桜谷保之先生（京都大学卒業）からマンツーマ

ンで教えて頂き、自分の進むべき道を自覚されたのでしょう。中学・高校で京都大学への進学を

目指して頑張り続けて、今その道の学者となり学生を導く立場に到達されています。本人の努力

自然を大切にする仲間の輪を大きくする 
(発足以来掲げてきた活動スローガン) 
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もさることながら、里山の会での昆虫観察会の果たしてきた小さな成果が大きく育ったきっかけ

になりました。大変うれしいことです。未来に計り知れない可能性を持っている教育活動への小

さなヒントを学びとる場にしていただければ有難いです。 

この日、中学生二人が里山農園での調査観察活動についての発表を予定しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●炭焼き体験 2 月 22 日(土) 13 時 30 分～ 

原木の窯入れをして、翌日 23 日(日)の朝 8時 30 分から火入れを行う予定です。 

皆様のご協力をお願いします。 
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╕╣√ ⅜ 1 ≢ ∆╢⁹∕╣⌐ ≢ ≢╙ ═╢⁹ ≢

≢⅝╢─⅛≤ ↕╣√⁹▬ⱡ◦◦─ ╩ ↕╣√ ↕╪

│⁸ ─ ≤ ≤─∆╖ ↑─ ⁸ ┼─ ╩ ⅎ

╠╣╕⇔√⁹○○ⱶꜝ◘◐≤ ─ ─ ↕╪│⁸ ─

◒♯◑≤◄ⱡ◐⅜№╡ ⅜ │ ∫≡™╢↓≤≤⁸

≤ ─ ⅛⌂ ╩ ⇔≡─ ┼─ ≢⇔√⁹ꜘⱴ♩◘fi◦ꜛ►

►○─ ─ ↕╪⅛╠│ ≤ ─ ⌐≈™≡

∞≤ ↕╣√⁹ ─ ⌐≈™≡ ↕╣√ ↕╪

⅛╠│⁸ ─ ─ ≤ ╡╩ ∫≡╒⇔™≤ ↕╣

√⁹ ⌐ ⅝⌐≈™≡ ↕╪

⅛╠ ⅝ ⌂≥─ ≤ ≤

─ ⁸ ≤ ─ ↕⅜

↕╣√⁹ ⅛╠│ ↄ─ ⅜ ╣

√ ⅜ ≢⅝√⅜ ─

┼─ ╩ ╘╢≤─ ⅜↕╣╕

⇔√⁹ 

 

ừ fiכꜞ◒ ⅜  22  2 16 ( ) 

─ ─ │ ─ ╛ ⅝

⅜ ⇔≡ ⌐ ⅜ ⅜∫≡

╛ ╩ ↄ≤⁸ │ ⌂ ⅜

╣≡™╢ ⇔™ ∞≤ ╙⅜ ∂≡™╕⇔

√⁹⇔⅛⇔ ─ ⌐│Ɑ♇♩Ⱳ♩ꜟ⌂

≥⅜ ↄ ↕╣⁸ ≢│ 400

╩ ™ ╘╢↓≤╙⇔┌⇔┌≢⇔√⁹

↕╪│ⱦ♬כꜟ╛ ─ ⌂≥─ ≠↑⌐ ╩ ∫≡⅔╠╣

╕⇔√⁹ ∞≤ ∫≡™√ │ ⌂ ⌐⌂∫≡™√─≢⇔√⁹
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─ │ ─ ⌐ ─ ⌐ ∫

≡╖≡ ─◗Ⱶ⌐ ⅝╕⇔√⁹╕√

≢╙ ⌂≥≢│√┌↓─

™ ⌂≥⅜ ⇔≡™╕⇔√⁹ ↄ⅛

╠ ≡™╢─≤ ™≡╖╢─≢│ ™

≢⇔√⁹∕↓≢⁸◗Ⱶ⅜ ≈ ⌐

↔╤⌂ ↕─ ╩ ∫≡⅝≡⁸↔╖ ™

─ ┘⅛↑─ⱳ☻♃כ╩ ⅛╠

╕≢⌐ 50 50 ﬞ ⌐₈ ↑╛₉≢

∟ ↑≡ ╡╕⇔√⁹∕─ ┘⅛↑⌐ ⅎ≡™√∞™√─⅜▬♯Ɫ◑╩ ⇔≡ↄ╣≡™╢

↕╪≢⇔√⁹╕√ ─ ╣ ⌐ ╠╣√─⅜ ↕╪≢⇔√⁹∕─ ↓─ ╡

╖╩♅ꜗfi☻⌐ ─ ─ ≤⇔≡ ╩ ╘≡™√∞⅝╕⇔√⁹ ↕╪╛ ↕

╪⌐ ⅎ≡ ↕╪ │⁸ ─ ╩ ╡ ∫≡ ╘╠╣√↔╖─ ⌐ ╩ ⇔≡

™√∞⅝╕⇔√⁹ fiכꜞ◒─ ─ ╩↕╣≡™╢ ↕╪│⁸ ─

꜠fi☺ꜗכ─ ⅛╠ ╩ ↕╣⁸5 ≢ 800 25 ⅜ ∆╢ ┼ ↕∑

╢√╘⌐↔ ╩⇔≡™√∞™≡™╕∆⁹ 

 

ừ ◘▬fiⱭfi ⇔™ ⅜ ╢ 200  3 2 ⌐ ╩ ─⅔ ™╩ 

◘▬fiⱭfi│ ⅜ 3 ⌐ ≢ ⇔≡™√ ⌐ ™ ⅝⁸ ─ ↕

╪⌐ ╡≢ 1 ╩ ™√∞⅝⁸ ⌐ ╩ ⌡≡⁸ ⌐⅔ ™─ ≢№∫√

↕╪─ ⅜ ╠╣≡↕╠⌐ ⇔⁸ ╩ ⅎ ⇔⁸ ⅛⌂⅜╠ ↕╣╢

⌐ ╕⇔√⁹2023 ─ ≢─™⅝╙─ⱨ▼☻≢ ↕╣√ ⅛╠

↕╣ ↕╣╕⇔√⁹∕╣ ◄fiⱧ♠╛ ╩ ⌐ ⇔√ ─ ⅜ ⅝╕⇔√⁹ 

╩↔ ⌐⌂∫√ ↕╪⅛╠ ╡⅜ ™≤⁸≥⌂√⅛╠╙ ╩™√∞™≡™╕∆⁹ ≢

╣≡™╢ ⌐╙ ⅝⁸ ⅜™ ─ ╩ ™⌐⇔≡™╢↓≤⌐╙ ∫≡≤─ ⅜ ↑╠╣≡

™╕∆⁹╕∞╕∞ ⅜ ≢∆⅜⁸ ╟╡╙ ─ ╛ ↕╩ ⅎ╠╣╢ ─ ⅜ ↄ

╘≡™╢≤↓╤≢∆⁹↓↓⅜ ╢≤ ─ ⌐⌂╢≤ ╦╣╕∆⁹≤⌐⅛ↄ

≢╙≢⅝╢ ─ ≢∆─≢ ⇔─ ≢╙ ⅛╡╕∆⁹↔ ╩⅔ ™™√⇔╕∆⁹ 

 

ừ↕╪↕╪◓ꜞכfi↕╪( )╩  2 17 ( ) 

⅜™ ≤⇔≡ ₁─ ╩ ↑ ⅛╠ ─⸗♦ꜟ≤⇔≡ ↄ─ ⅜

№∫√₈↕╪↕╪ ₉╩№≤⌐⁸ ⅝ ╩ ↕╣≡™╕⇔√⅜⁸ ─ ─╖≥

╡ ⅛╠꜠☻♩ꜝfi≤ ─ ⅜№╡⁸ ↄ─ ⅜™ ─ ⅜↓╣╕≢ ╡ ╩↕╣

≡™╢≤⅔ ⅝⇔≡™╕⇔√─≢ ⌡╕⇔√⁹꜠☻♩ꜝfi│ ≢⁸ ─ ╙ ─ⱱ♥

ꜟ ╖─ ⁸ ≢│ ╙ ╙ꜝfi◒⅜ ≤ ╣╢ ─⅔ ≢⇔√⁹ ╛

⁸∕⇔≡ ╙ ⅜ ↕╣≡™≡ ⅝ ™√ ↕≢ ↕╪⅜ ™ ™─ ╩

⌐↕╣≡™╕⇔√⁹⅛⌂╡ ™☻Ɑ⁹√⇔≢☻כ ─ ⌐│ ╙╝≤╡⅜№╡⁸ ╙

⇔∫⅛╡⇔√ ⅎ⅜↕╣≡™╕⇔√⁹꜡ⱦכ╛♩▬꜠╙⅝∟╪≤ ↕╣≡™≡™╕⇔√⁹↓╣

⌂╠↕╠⌐ ⇔√ ╩ ↕╣≡╝ↄ─≢│⌂™≢⇔╞℮⅛⁹↓↓ ⌐╙ ≢

─ ╛ ─ ⅝ ╙ ↕╣≡™╢≤ ™╕⇔√⁹ ↄ─ ↕╪⅜↔ ╩↕╣≡

™╢─⅜ ≡ ╣╕⇔√⁹ ─ │№╢≢⇔╞℮⅜⁸ ╡ ∫≡⅔╠╣╕⇔√⁹ 
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ừ└╠⅛√ Ⱡ♇♩꞉כ◒ ╩  2 17 ( ) 

⌐ ≤™℮ ⅜№╡⁸∕─ ↄ⌐ ⅜ ≤⌂╡⁸ ╛ ⅜ ⌐ ↄ

↕╣≡™≡⁸₈└╠⅛√ Ⱡ♇♩꞉כ◒ ₉─ ⅜ ─ ⌐№╡⁸ ◘▬fiⱭfi

─ ╩ ─ ↕╪≤ ─ ↕╪⌐ ™√⇔╕⇔√⁹⅔ ≤╙

∆↔ↄ ╩ ∫≡™√∞⅝⁸ ⅝⌂▬ⱬfi

♩⅜ ↕╣≡™╢─≢ ∆╢⅛╠ ⇔≡™

√∞⅝√™≤⅔∫⇔╚∫≡™√∞⅝╕⇔√ ╕√

─⌂⅛≢ ◖♇ⱪ╩ ⇔√ ─ ╩

⇔√ ─ ╩ ∑≡™√∞⅝╕⇔√⁹ 
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https://www.river-ranger.jp/dtl/rc_0000002557.html
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